






研究目的

昨年度までの研究で明かな通り,遅延排卵は発生異常及び多精子受精による多

倍体の顕著な増加を誘起し,さらに異数体,モザイクをも増加させる可能性が強

い。本年度は,異数体,モザイク生成に関し統計的精度を高めるために,より多

数の初期卵割胚を分析検討した。また,いわゆる遅延排卵とは異質のものであ

るが,種々の生理的条件下で起る卯子の濾胞内変性が染色体異常を誘発するか

否かについての検討も行った。


